









































































































































































































































































































は，1820 年には彼我の間には 3 対 1 の格差があ
り，それが資本主義発展と帝国主義化の進展が見
られた 1913 年には 11 対 1 に広がった。そして，
2 度の世界大戦を経る中でさらに大きくなり，
1950 年には 35 対 1 となり，「南北問題」が国際















































率が 90 対 10 だったのが，第 2 次世界大戦では，
23 対 77 と市民の死亡率が遥かに大きくなり，さ


















































































































































































































































































































































































































































































60 億人のうち，28 億人が 1 日 2 ドル以下，




のような極貧生活を送っている人々の 1 ／ 5
は世界のエネルギー消費量の 2％ほどしか使
用できない状況にある。そして，世界の 1 ／
7，発展途上国の 1 ／ 5 の人々は今まさに飢
餓状態にあるとも言われている。こういった
時，日本が良く引き合いに出される事例であ
るが，世界のエビの 75％は途上国で作られ，
その 90％は先進国で消費されていて，途上
国では養殖場に農地を作りかえ，そのため自
分たちが生活する食料の生産が落ち込み飢餓
状態に陥っているのだが，そうして生産され
たエビの 33％は日本人が消費しており，こ
れが消費量第１位なのである。
23 池尾前掲書。
24 高柳前掲書。
25 岡本前掲論文。
26 ヨハン・ガルトゥング　藤田明史編著『ガ
ルトゥング平和学入門』法律文化社　2003　
以下，ガルトゥング説の整理の多くは同書に
拠った
27 岡本前掲論文
28 岡本前掲論文。次の引用も同論文より。
29 ガルトゥングの平和の形態の第１は直接的平
和であり，直接的暴力の差し当たっての不在
または低減によって結果される状況を指し示
す。現象的には「停戦」「モラトリアム」な
どがこれに相当し，個人間で友情，愛情を育
むこともこの状況を求める行動として位置付
けられる。第 2 は，構造的平和であり，構造
的暴力の不在または低減によってもたらされ
る。「平和の制度」が成立している状態が想
定されるが，このためには何らかの補填が必
要と考えられている。すなわち，平和憲法は
その最も典型で，かつ有効な事例であり，平
和ミュージアムや平和メディア，あるいは，
構造的暴力に属する国家から独立した NGO
や，搾取をもたらす営利企業から離れた
NPO などがこれに当たる。そういったもの
の助けを借りながら平和の制度化が果たされ
ていけば，持続的な平和の実現が可能である
と考えられているが，一方で，この平和の制
度化は往々にしてその意味の空洞化が起こり
危殆に瀕することがあることが指摘され，常
にその意味を問い直す力の継続が必要である
とされ，まさに日本の平和憲法，9 条の置か
れた状況を見事に指摘する。第 3 は文化的平
和であり，文化的暴力を批判するとともに，
????????
39
直接的平和，構造的平和の正当性を明らかに
し，そこに積極的内容を付与する取り組みが
なされることによって達成されるとされ，平
和研究，平和アートの実践や，経済学や国際
関係論の批判的検討によって具体的には推し
進められるべきと説く。
30 岡本前掲論文
31 川本兼『「日本国発」の平和学』明石書店　
2007。これ以後一連の引用は同書より。
32 岡本前掲論文
33 ガルトゥング『平和を創る発想術』岩波ブッ
クレット NO.603　2003
34 ガルトゥング・藤田前掲書
35 ガルトゥング・藤田前掲書　
????????
